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４
月
21
日
は
、
栗
東
市
議
会
議
員
一

般
選
挙
の
投
票
日
で
す
。
市
政
を
預
け

る
人
を
選
ぶ
大
切
な
選
挙
で
す
。
あ
な

た
の
貴
重
な
一
票
を
無
駄
に
す
る
こ
と

な
く
、
必
ず
投
票
し
ま
し
ょ
う
。

　

な
お
、
投
票
に
つ
い
て
は
、
次
の
こ

と
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

　

次
の
①
お
よ
び
②
の
い
ず
れ
に
も
該

当
す
る
人
で
、
本
市
の
選
挙
人
名
簿
に

登
録
さ
れ
て
い
る
人

①
平
成
13
年
４
月
22
日
以
前
に
生
ま
れ

た
人

②
平
成
31
年
１
月
13
日
以
前
に
本
市
に

住
民
票
を
作
成
さ
れ
た
人

★
選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ
て
い
る
人
で

あ
っ
て
も
、市
外
へ
転
出
さ
れ
た
人
は
、

投
票
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

　

投
票
所
は
、市
内
26
か
所
に
設
け
ま
す
。

★
４
月
13
日
以
後
に
市
内
で
転
居
さ
れ

た
人
は
、
前
住
所
の
投
票
所
で
投
票

し
て
く
だ
さ
い
。

　

入
場
整
理
券
は
、
告
示
日
（
４
月
14

日
）
以
後
、
直
ち
に
郵
送
し
ま
す
。
投

投
票
で
き
る
人

投
票
所

投
票
所
入
場
整
理
券

栗東市議会議員 一般選挙
投票日
 告示日
4月14日㈰ 午前７時～午後８時

 投票時間

４月21日㈰は
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票
日
に
は
、
忘
れ
ず
に
お
持
ち
く
だ
さ

い
。
万
一
、
入
場
整
理
券
を
紛
失
さ
れ

て
も
投
票
で
き
ま
す
の
で
、
投
票
日
に

投
票
所
で
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

★
入
場
整
理
券
は
、
世
帯
ご
と
に
一
通

の
封
筒
に
入
れ
て
お
届
け
し
ま
す
。

★
入
場
整
理
券
が
届
か
な
い
と
き
は
、

市
選
挙
管
理
委
員
会
に
お
問
合
せ
く

だ
さ
い
。

　

対
象
と
な
る
の
は
、
投
票
日
当
日
、

仕
事
や
用
務
、
旅
行
な
ど
で
出
か
け
る

予
定
の
あ
る
人
、
病
気
や
負
傷
、
身
体

の
障
が
い
な
ど
の
た
め
歩
行
が
困
難
な

人
な
ど
で
す
。

■
期
間
…
４
月
15
日
㈪
～
４
月
20
日
㈯

■
時
間
…
午
前
８
時
30
分
～
午
後
８
時

■
場
所
…
市
役
所
２
階
第
１
会
議
室

※
入
場
整
理
券
が
届
い
て
い
ま
し
た

ら
、
お
持
ち
く
だ
さ
い
。
印
鑑
は
不

要
で
す
。

※
入
場
整
理
券
の
裏
面
に
「
期
日
前
投

票
宣
誓
書
」
を
印
刷
し
て
い
ま
す
。

期
日
前
投
票
を
す
る
際
は
、
事
前
に

記
入
し
て
お
持
ち
い
た
だ
く
と
、
手

続
き
が
早
く
済
み
ま
す
。

両
下
肢
ま
た
は
体
幹
の
障
害
の
程
度

が
特
別
項
症
か
ら
第
二
項
症
ま
で
、

心
臓
、
じ
ん
臓
、
呼
吸
器
、
ぼ
う
こ

う
、
直
腸
、
小
腸
ま
た
は
肝
臓
の
障

害
の
程
度
が
特
別
項
症
か
ら
第
三
項

症
ま
で
の
人

■
介
護
保
険
被
保
険
者
証
を
お
持
ち
の

人
で
要
介
護
状
態
区
分
が
要
介
護
５

の
人

◦
在
宅
投
票
を
す
る
た
め
に
は
、
市
選

挙
管
理
委
員
会
が
発
行
す
る
郵
便
等

投
票
証
明
書
が
必
要
で
す
。
こ
の
証

明
書
の
請
求
は
い
つ
で
も
で
き
ま
す

の
で
、早
め
に
請
求
し
て
く
だ
さ
い
。

詳
し
く
は
市
選
挙
管
理
委
員
会
に
お

問
合
せ
く
だ
さ
い
。

◦
在
宅
投
票
を
す
る
場
合
、
投
票
用
紙

の
請
求
期
限
は
投
票
日
の
４
日
前

（
４
月
17
日
）
ま
で
で
す
。
早
め
に

請
求
し
て
く
だ
さ
い
。

◦
在
宅
投
票
が
で
き
る
人
で
、
か
つ
、

次
の
よ
う
な
重
度
の
障
が
い
の
あ
る

人
は
、
事
前
に
市
選
挙
管
理
委
員
会

に
届
け
出
た
人
（
選
挙
権
を
有
す
る

者
に
限
る
）
に
投
票
に
関
す
る
記
載

を
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

■
身
体
障
害
者
手
帳
を
お
持
ち
の
人

で
、
上
肢
ま
た
は
視
覚
の
障
害
の
程

度
が
１
級
の
人

■
戦
傷
病
者
手
帳
を
お
持
ち
の
人
で
、
上

肢
ま
た
は
視
覚
の
障
害
の
程
度
が
特

別
項
症
か
ら
第
二
項
症
ま
で
の
人

■
日
時
…
４
月
21
日
㈰　

午
後
９
時
～

■
場
所
…

　

危
機
管
理
セ
ン
タ
ー 

大
研
修
室

■
市
内
１
７
８
か
所
に
公
営
ポ
ス
タ
ー

掲
示
場
を
設
置
し
ま
す
。

■
選
挙
公
報
は
、
投
票
日
の
前
日
（
４

月
20
日
）
ま
で
に
各
家
庭
に
お
届
け

し
ま
す
。
万
一
、
選
挙
公
報
が
届
か

な
い
場
合
は
、
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

　

都
道
府
県
選
挙
管
理
委
員
会
が
指
定

す
る
病
院
や
老
人
ホ
ー
ム
な
ど
に
入
院

（
入
所
）
し
て
い
る
人
は
、
そ
の
病
院

な
ど
で
不
在
者
投
票
を
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　

出
張
な
ど
で
市
外
に
滞
在
し
て
い
る

人
も
滞
在
先
の
市
（
区
）
町
村
の
選
挙

管
理
委
員
会
で
不
在
者
投
票
を
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

※
投
票
用
紙
等
の
請
求
手
続
き
に
は
日
数

が
か
か
り
ま
す
。
事
前
に
請
求
で
き
ま

す
の
で
、
詳
し
く
は
市
選
挙
管
理
委
員

会
ま
で
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

　

身
体
に
次
の
よ
う
な
重
度
の
障
が
い

の
あ
る
人
は
、
事
前
に
市
選
挙
管
理
委

員
会
に
手
続
き
す
る
と
、
郵
便
に
よ
り

自
宅
で
投
票
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

■
身
体
障
害
者
手
帳
を
お
持
ち
の
人

で
、
両
下
肢
、
体
幹
ま
た
は
移
動
機

能
の
障
害
の
程
度
が
１
級
か
２
級
、

心
臓
、
じ
ん
臓
、
呼
吸
器
、
ぼ
う
こ

う
、
直
腸
ま
た
は
小
腸
の
障
害
の
程

度
が
１
級
か
３
級
、
免
疫
ま
た
は
肝

臓
の
障
害
の
程
度
が
１
級
か
ら
３
級

ま
で
の
人

■
戦
傷
病
者
手
帳
を
お
持
ち
の
人
で
、

期
日
前
投
票

不
在
者
投
票

開
票

ポ
ス
タ
ー
掲
示
場
・

選
挙
公
報

問
選
挙
管
理
委
員
会

  

☎
553-

１
２
３
４
㈹ 

ＦＡＸ 

554-

１
１
２
３

郵
便
に
よ
る
不
在
者

投
票
（
在
宅
投
票
）
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第2投票区　治田児童館
目川、坊袋

卍新善光寺

至上砥山

至草津

至草津

至六地蔵 至伊勢落

至石部

林

国道1号線

ＪＲ草津線

旧東海道

林公民館

第9投票区　林公民館
伊勢落、林

第11投票区　赤坂公民館
栗東ニューハイツ、赤坂、日吉が丘

赤坂公民館

公
園

日吉が丘

自然観察の森
至上砥山公園

至安養寺

至栗東
ニューハイツ

至
小
柿

目
川

金
勝
川

治田幼 農協

Ｊ
Ｒ
東
海
道
新
幹
線

治田小治田保

坊袋
コミュニティ
センター治田
コミュニティ
センター治田

治田児童館治田児童館

第○投票区　○○○○○○

栗
東
市
議
会
議
員
一
般
選
挙

「
投
票
所
」
案
内

●
投
票
時
間
は
、午
前
7
時
か
ら
午
後
8
時
ま
で
！

○○○○、○○○、○○

投票区

投票区域

………投票所（地図内）

投票所

▲ 地 図 の 見 方

目
川
住
宅

至
目
川

至小柿

至
草
津

旧
東
海
道Ｊ

Ｒ
東
海
道
新
幹
線

呉羽
テック 岡自治会館

第1投票区　岡自治会館
岡、目川一部、目川住宅、旭町、新屋敷、
小柿四区

至
守
山

至草津

至北中小路

コミュニティ
センター大宝

Ｊ
Ｒ
琵
琶
湖
線

大宝小学校多目的室

農協
卍

卍

栗
東
駅

Ｊ
Ｒ
琵
琶
湖
線

第23投票区　大宝小学校多目的室
西浦、円田団地、綣北出、綣南出、綣七里、綣花園、大宝団地、
綣成和、綣南橋、エスリード栗東第2、北中小路

至霊仙寺住宅 至
Ｊ
Ｒ
栗
東
駅

至
国
道
1
号
線海老川

霊仙寺
公民館

霊仙寺

卍正楽寺

大
宝
西
幼

大
宝
西
小
学
校

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー
大
宝
西

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー
大
宝
西

第24投票区　コミュニティセンター大宝西
霊仙寺、霊仙寺住宅、海老川、北中小路一部

至
平
井

至花園
交差点

至草津

笠川

海老川

淵ヶ上川
県
営

　
住
宅

警
察

　
官
舎

旧
中
山
道

小平井二区集会所

第25投票区　小平井二区集会所
小平井一区・二区・三区・四区・五区、
小平井香鳥、笠川、市川原

至
守
山

至草津

十里運動公園

十里
体育館

ひだまりの家

大宝西
保育園

第26投票区　ひだまりの家
十里、美里、明日香

グ
ラ
ウ
ン
ド

至
安
養
寺

至
上
鈎

至
坊
袋

旧
東
海
道

体育館

川辺
県営住宅

川辺
　 住宅

川辺自治会館

第3投票区　川辺自治会館
川辺、川辺住宅、川辺県営住宅、灰塚、
平葉、川辺グリーンタウン

中沢公民館

至
小
柿

治
田
西
小

池

グローバル
草津

第6投票区　中沢公民館
中沢、中沢グローバル、中沢団地

至
上
鈎

至
小
野

商工会館

至草津 至石部JR手原駅

手原赤坂会館
旧東海道

稲荷神社

ロータリー

第12投票区　手原赤坂会館
手原、手原団地

国
道
8
号
線

国
道
1号

線

三
輪
神
社

大橋公民館

スポーツ広場

大橋住宅大橋住宅

大橋公民館

第13投票区　大橋公民館
大橋、大橋住宅

至
守
山

国
道
8
号
線

至野洲野洲川

清水ヶ丘

出庭

農協

野洲川体育館

第14投票区　野洲川体育館
宅屋、中、出庭、清水ヶ丘

葉
山
団
地

至
国
道
8
号
線

至
国
道
1
号
線

高野
交差点

至辻 小坂

葉山小
葉山
幼児園

コミュニティ
センター葉山

第15投票区　コミュニティセンター葉山
辻、小坂、今土、葉山団地

至上砥山

至信楽

中村

農協

至蔵町

至辻越

金勝川

金勝第1幼児園 金勝
児童館 金

勝
小

金勝
郵便局

ト
レ
セ
ン コミュニティ

センター金勝
コミュニティ
センター金勝

第16投票区　コミュニティセンター金勝
山入、辻越、蔵町、中村

至
中
浮
気
団
地

至
美
之
郷

至御園至草津

上砥山

金勝川

公園

トレセン
乗馬苑

第17投票区　上砥山公民館
上向、下向、川南、中浮気団地

上砥山公民館

至
井
上

片山
公民館

至御園

至信楽至走井

県
道
栗
東
信
楽
線

荒張
春日神社

雨
丸
公
民
館

至美之郷

大野
神社

第18投票区　荒張春日神社
美之郷、浅柄野、雨丸、ルモンタウン、
走井、片山、成谷、井上

至井上

至御園
至石部

至観音寺
東坂公民館

県道石部草津線

東坂
金
勝
川

阿弥陀寺
卍

第19投票区　東坂公民館
東坂、観音寺

至御園至
下
戸
山 金勝第二保育園

金勝川

トレセン東住宅

トレセン西住宅

コーラル
診療所

厚生会館

池

コーラル

第20投票区　金勝第二保育園
トレセン

至
野
尻

至
国
道
8
号
線

Ｊ
Ｒ
東
海
道
新
幹
線

蜂屋公民館

宇和宮
神社

永久寺卍

卍
西方寺蜂屋

第21投票区　蜂屋公民館
蜂屋

JR栗東駅

至守山

立体
駐車場

至下鈎

大宝
カナリヤ保育園

栗東芸術文化
会館さきら

第22投票区　大宝東学童保育所
野尻、リソシエ栗東グランディス、ジオコート栗東、ルネス・ピース栗東ステーシ
ョンスクエア、綣東、ネバーランド、ウイングビュー、リーデンススクエア、綣南、
エスリード栗東、エスリード栗東駅前パークレジデンス、グレーシィ栗東オーブ・
ビステージ・セレージュ・デュオ・エクサーブ、サーパス栗東駅前、苅原

至
小
柿

至
苅
原

Ｊ
Ｒ
東
海
道
新
幹
線

ＪＲ草津線

なかよし
作業所

ＪＲ草津線

葉山川

下鈎甲

北浦団地

湖南平
下鈎乙
公民館

Ｊ
Ｒ
東
海
道
新
幹
線

なかよし
作業所

第4投票区　栗東なかよし作業所
下鈎甲、下鈎乙、下鈎糠田井、湖南平、
北浦団地

至
下
鈎

至
国
道

卍常勝寺

治田
西保

治田西小

治田
西幼

コミュニティセンター治田西

池

至
苅
原

至
日
の
出
町

第5投票区　コミュニティセンター治田西
日の出町、小柿一区・二区・三区

第7投票区　下戸山自治会館
下戸山、下戸山親交、下戸山グリーンハイツ、
リバティーヒル下戸山 きららの杜

至川辺

至手原駅

上鈎池

至国道1号線 公園NTT

農協

栗東市役所

滋賀銀行滋賀銀行

第8投票区　栗東市役所
安養寺東・西・南区・北区・団地・一区・
レークヒル、上鈎

駐車場

フレンドマート

ＪＲ草津線

至国道1号線
今土

葉山東小

葉山東幼児園

旧和中散
本舗六地蔵

会議所

コミュニティ
センター葉山東

第10投票区　コミュニティセンター葉山東
六地蔵、六地蔵団地、小野、小野南、小野北、
北尾団地

至川辺

下戸山
グリーンハイツ

下戸山

至上砥山

金勝川

源流寺

卍 下戸山
自治会館

灰
塚
橋

灰
塚
橋大宝東学童保育所

（※大宝東小学校内に
     あります）
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第2投票区　治田児童館
目川、坊袋

卍新善光寺

至上砥山

至草津

至草津

至六地蔵 至伊勢落

至石部

林

国道1号線

ＪＲ草津線

旧東海道

林公民館

第9投票区　林公民館
伊勢落、林

第11投票区　赤坂公民館
栗東ニューハイツ、赤坂、日吉が丘

赤坂公民館

公
園

日吉が丘

自然観察の森
至上砥山公園

至安養寺

至栗東
ニューハイツ

至
小
柿

目
川

金
勝
川

治田幼 農協

Ｊ
Ｒ
東
海
道
新
幹
線

治田小治田保

坊袋
コミュニティ
センター治田
コミュニティ
センター治田

治田児童館治田児童館

第○投票区　○○○○○○

栗
東
市
議
会
議
員
一
般
選
挙

「
投
票
所
」
案
内

●
投
票
時
間
は
、午
前
7
時
か
ら
午
後
8
時
ま
で
！

○○○○、○○○、○○

投票区

投票区域

………投票所（地図内）

投票所

▲ 地 図 の 見 方

目
川
住
宅

至
目
川

至小柿

至
草
津

旧
東
海
道Ｊ

Ｒ
東
海
道
新
幹
線

呉羽
テック 岡自治会館

第1投票区　岡自治会館
岡、目川一部、目川住宅、旭町、新屋敷、
小柿四区

至
守
山

至草津

至北中小路

コミュニティ
センター大宝

Ｊ
Ｒ
琵
琶
湖
線

大宝小学校多目的室

農協
卍

卍

栗
東
駅

Ｊ
Ｒ
琵
琶
湖
線

第23投票区　大宝小学校多目的室
西浦、円田団地、綣北出、綣南出、綣七里、綣花園、大宝団地、
綣成和、綣南橋、エスリード栗東第2、北中小路

至霊仙寺住宅 至
Ｊ
Ｒ
栗
東
駅

至
国
道
1
号
線海老川

霊仙寺
公民館

霊仙寺

卍正楽寺

大
宝
西
幼

大
宝
西
小
学
校

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー
大
宝
西

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー
大
宝
西

第24投票区　コミュニティセンター大宝西
霊仙寺、霊仙寺住宅、海老川、北中小路一部

至
平
井

至花園
交差点

至草津

笠川

海老川

淵ヶ上川
県
営

　
住
宅

警
察

　
官
舎

旧
中
山
道

小平井二区集会所

第25投票区　小平井二区集会所
小平井一区・二区・三区・四区・五区、
小平井香鳥、笠川、市川原

至
守
山

至草津

十里運動公園

十里
体育館

ひだまりの家

大宝西
保育園

第26投票区　ひだまりの家
十里、美里、明日香

グ
ラ
ウ
ン
ド

至
安
養
寺

至
上
鈎

至
坊
袋

旧
東
海
道

体育館

川辺
県営住宅

川辺
　 住宅

川辺自治会館

第3投票区　川辺自治会館
川辺、川辺住宅、川辺県営住宅、灰塚、
平葉、川辺グリーンタウン

中沢公民館

至
小
柿

治
田
西
小

池

グローバル
草津

第6投票区　中沢公民館
中沢、中沢グローバル、中沢団地

至
上
鈎

至
小
野

商工会館

至草津 至石部JR手原駅

手原赤坂会館
旧東海道

稲荷神社

ロータリー

第12投票区　手原赤坂会館
手原、手原団地

国
道
8
号
線

国
道
1号

線

三
輪
神
社

大橋公民館

スポーツ広場

大橋住宅大橋住宅

大橋公民館

第13投票区　大橋公民館
大橋、大橋住宅

至
守
山

国
道
8
号
線

至野洲野洲川

清水ヶ丘

出庭

農協

野洲川体育館

第14投票区　野洲川体育館
宅屋、中、出庭、清水ヶ丘

葉
山
団
地

至
国
道
8
号
線

至
国
道
1
号
線

高野
交差点

至辻 小坂

葉山小
葉山
幼児園

コミュニティ
センター葉山

第15投票区　コミュニティセンター葉山
辻、小坂、今土、葉山団地

至上砥山

至信楽

中村

農協

至蔵町

至辻越

金勝川

金勝第1幼児園 金勝
児童館 金

勝
小

金勝
郵便局

ト
レ
セ
ン コミュニティ

センター金勝
コミュニティ
センター金勝

第16投票区　コミュニティセンター金勝
山入、辻越、蔵町、中村

至
中
浮
気
団
地

至
美
之
郷

至御園至草津

上砥山

金勝川

公園

トレセン
乗馬苑

第17投票区　上砥山公民館
上向、下向、川南、中浮気団地

上砥山公民館

至
井
上

片山
公民館

至御園

至信楽至走井

県
道
栗
東
信
楽
線

荒張
春日神社

雨
丸
公
民
館

至美之郷

大野
神社

第18投票区　荒張春日神社
美之郷、浅柄野、雨丸、ルモンタウン、
走井、片山、成谷、井上

至井上

至御園
至石部

至観音寺
東坂公民館

県道石部草津線

東坂
金
勝
川

阿弥陀寺
卍

第19投票区　東坂公民館
東坂、観音寺

至御園至
下
戸
山 金勝第二保育園

金勝川

トレセン東住宅

トレセン西住宅

コーラル
診療所

厚生会館

池

コーラル

第20投票区　金勝第二保育園
トレセン

至
野
尻

至
国
道
8
号
線

Ｊ
Ｒ
東
海
道
新
幹
線

蜂屋公民館

宇和宮
神社

永久寺卍

卍
西方寺蜂屋

第21投票区　蜂屋公民館
蜂屋

JR栗東駅

至守山

立体
駐車場

至下鈎

大宝
カナリヤ保育園

栗東芸術文化
会館さきら

第22投票区　大宝東学童保育所
野尻、リソシエ栗東グランディス、ジオコート栗東、ルネス・ピース栗東ステーシ
ョンスクエア、綣東、ネバーランド、ウイングビュー、リーデンススクエア、綣南、
エスリード栗東、エスリード栗東駅前パークレジデンス、グレーシィ栗東オーブ・
ビステージ・セレージュ・デュオ・エクサーブ、サーパス栗東駅前、苅原

至
小
柿

至
苅
原

Ｊ
Ｒ
東
海
道
新
幹
線

ＪＲ草津線

なかよし
作業所

ＪＲ草津線

葉山川

下鈎甲

北浦団地

湖南平
下鈎乙
公民館

Ｊ
Ｒ
東
海
道
新
幹
線

なかよし
作業所

第4投票区　栗東なかよし作業所
下鈎甲、下鈎乙、下鈎糠田井、湖南平、
北浦団地

至
下
鈎

至
国
道

卍常勝寺

治田
西保

治田西小

治田
西幼

コミュニティセンター治田西

池

至
苅
原

至
日
の
出
町

第5投票区　コミュニティセンター治田西
日の出町、小柿一区・二区・三区

第7投票区　下戸山自治会館
下戸山、下戸山親交、下戸山グリーンハイツ、
リバティーヒル下戸山 きららの杜

至川辺

至手原駅

上鈎池

至国道1号線 公園NTT

農協

栗東市役所

滋賀銀行滋賀銀行

第8投票区　栗東市役所
安養寺東・西・南区・北区・団地・一区・
レークヒル、上鈎

駐車場

フレンドマート

ＪＲ草津線

至国道1号線
今土

葉山東小

葉山東幼児園

旧和中散
本舗六地蔵

会議所

コミュニティ
センター葉山東

第10投票区　コミュニティセンター葉山東
六地蔵、六地蔵団地、小野、小野南、小野北、
北尾団地

至川辺

下戸山
グリーンハイツ

下戸山

至上砥山

金勝川

源流寺

卍 下戸山
自治会館

灰
塚
橋

灰
塚
橋大宝東学童保育所

（※大宝東小学校内に
     あります）
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問
危
機
管
理
課 

　

☎
551-

０
１
０
９　
ＦＡＸ
518-

９
８
３
３

防
災
・
防
犯
情
報
の
配
信

　

市
で
は
、
防
犯
情
報
の
ほ
か
、
防
災

行
政
無
線
の
ス
ピ
ー
カ
ー
か
ら
放
送
し

て
い
る
防
災
情
報
な
ど
を
メ
ー
ル
配
信

し
て
い
ま
す
。

　

配
信
す
る
情
報
は
、

①
防
犯
情
報
（
不
審
者
情
報
な
ど
）

②
気
象
警
報（
大
雨
な
ど
の
気
象
警
報
）

③
土
砂
災
害
警
戒
情
報

④
竜
巻
注
意
情
報

⑤
震
度
情
報（
地
震
発
生
後
の
震
度
情
報
）

⑥
国
民
保
護
情
報
（
ミ
サ
イ
ル
攻
撃
情

報
な
ど
）

で
す
。

<

登
録
方
法>

◦
パ
ソ
コ
ン
ま
た
は
、
携
帯
電
話
か
ら

次
の
ア
ド
レ
ス
に
空
メ
ー
ル
を
送
信

し
て
く
だ
さ
い
。

◦
登
録
案
内
メ
ー
ル
が
届
き
ま
す
。

◦
画
面
の
案
内
に
従
い
、登
録
く
だ
さ
い
。

<

注
意
事
項>

◦
迷
惑
メ
ー
ル
対
策
と
し
て
ド
メ
イ

ン
指
定
受
信
を
設
定
し
て
い
る
人

は
、
解
除
す
る
か
、
先
に
ド
メ
イ
ン

「city-ritto.jp

」
を
登
録
し
て
く
だ

さ
い
。

◦
防
災
・
防
犯
情
報
配
信
シ
ス
テ
ム
で

は
、
登
録
か
ら
12
か
月
が
経
過
す
る

と
、
メ
ー
ル
配
信
の
継
続
を
確
認
す

る
メ
ー
ル
を
自
動
送
信
し
て
い
ま
す
。

　

配
信
継
続
を
希
望
す
る
人
は
、
お
手

数
で
す
が
、
案
内
に
従
い
、
継
続
登

録
く
だ
さ
い
。

※
確
認
メ
ー
ル
の
配
信
か
ら
14
日
経
過

す
る
と
自
動
的
に
登
録
解
除
と
な
り

ま
す
。

※ＱＲコードからも
メール送信ができ
ます。

entry@city-ritto.jp

 

　

県
で
は
、
県
民
の
防
犯
意
識
・

連
帯
意
識
を
高
揚
し
、
安
全
で

住
み
よ
い
地
域
社
会
を
実
現
す

る
た
め
、
毎
月
20
日
を
「
地
域

安
全
の
日
」
と
定
め
、
さ
ま
ざ

ま
な
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。

　

市
で
も
平
成
25
年
の
「
栗
東

市
子
ど
も
議
会
」
の
提
案
に
よ

り
、
積
極
的
な
防
犯
活
動
と
啓

発
活
動
を
推
進
し
、
市
民
総
ぐ

る
み
の
運
動
に
定
着
す
る
こ
と

を
目
的
に
、
平
成
27
年
5
月
に

毎
月
20
日
を
「
栗
東
市
防
犯

デ
ー
」
と
定
め
、
安
全
な
ま
ち

づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

今
後
も
、「
栗
東
市
防
犯

デ
ー
」
に
あ
わ
せ
て
市
内
の
関

係
機
関
と
連
携
し
、
青
色
回
転

灯
装
備
車
に
よ
る
パ
ト
ロ
ー

ル
、
防
犯
メ
ー
ル
の
配
信
な
ど

を
通
じ
て
、
市
全
体
と
し
て
さ

ら
な
る
防
犯
意
識
の
向
上
と
安

全
で
安
心
な
地
域
社
会
の
実
現

を
目
指
し
ま
す
。

　

皆
さ
ん
も
、
こ
の
機
会
に
普

段
か
ら
防
犯
意
識
を
高
め
、
定

期
的
な
地
域
で
の
自
主
防
犯
活

動
に
協
力
い
た
だ
き
、
犯
罪
に

遭
わ
な
い
、
犯
罪
を
起
こ
さ
せ

な
い
、
犯
罪
ゼ
ロ
の
ま
ち
を
協

働
し
て
目
指
し
ま
し
ょ
う
。

毎月 20 日は「栗東市防犯デー」

　

３
月
４
日
、
坊
袋
出
身
の
奥

村
総
太
選
手
に
栗
東
市
ス
ポ
ー

ツ
賞
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

　

奥
村
選
手
は
、
栗
東
高
校
レ

ス
リ
ン
グ
部
に
所
属
し
、
昨
年

10
月
の
「
福
井
し
あ
わ
せ
元
気

国
体
２
０
１
８
」
レ
ス
リ
ン

グ
競
技
会 
少
年
男
子
グ
レ
コ

ロ
ー
マ
ン
ス
タ
イ
ル
１
２
５
㎏

級
で
優
勝
。
小
学
５
年
生
か
ら

柔
道
を
習
い
、
高
校
入
学
後
に

始
め
た
レ
ス
リ
ン
グ
で
国
際
大

会
に
出
場
す
る
な
ど
、
こ
れ
ま

で
輝
か
し
い
功
績
を
収
め
て
こ

ら
れ
ま
し
た
。

　

今
後
の
活
躍
が
い
っ
そ
う
期

待
さ
れ
る
奥
村
選
手
。「
４
月

か
ら
東
京
の
大
学
に
進
学
し
ま

す
。
さ
ら
に
技
を
磨
き
、
栗
東

が
会
場
に
な
る
２
０
２
４
年
の

滋
賀
国
体
で
優
勝
で
き
る
よ
う

に
頑
張
り
ま
す
」
と
語
っ
て
く

だ
さ
い
ま
し
た
。

国体優勝の奥村総太選手に栗東市スポーツ賞
市
長
よ
り
表
彰
を
受
け
た
奥
村
選
手
（
左
）
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高
齢
者
医
療
保
険
料
の
一
部
を
見
直
し
ま
す

■
所
得
の
低
い
人
へ
の
均
等
割
軽
減

　

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
本
来
設
け

ら
れ
て
い
る
軽
減
水
準
に
戻
し
ま
す
。

本
則
7
割
軽
減
の
対
象
の
人
は
、
こ
れ

ま
で
さ
ら
に
上
乗
せ
し
て
軽
減
（
8
・
５

割
、
９
割
）
さ
れ
て
き
ま
し
た
が
、
本

年
度
か
ら
段
階
的
に
見
直
し
ま
す
。

■
元
被
扶
養
者
の
均
等
割
軽
減

　

引
き
続
き
所
得
割
は
課
さ
れ
ま
せ
ん
。

【
前
年
度
】
制
度
加
入
年
数
に
か
か
わ

ら
ず
５
割
軽
減

【
本
年
度
】
制
度
加
入
後
2
年
以
内
５

割
軽
減

※
所
得
の
低
い
人
へ
の
均
等
割
軽
減
が

受
け
ら
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

■
均
等
割
の
軽
減
が
一
部
拡
大
さ
れ
ま
す

◦
均
等
割
額
が
５
割
軽
減
さ
れ
る
人

　

被
保
険
者
と
そ
の
世
帯
の
世
帯
主
の

総
所
得
金
額
等
が
、
次
の
計
算
式
を
超

え
な
い
人

【
前
年
度
】「
基
礎
控
除
額
（
33
万
円
）」
＋

「
27
・
５
万
円
×
世
帯
の
被
保
険
者
数
」

【
本
年
度
】「
基
礎
控
除
額
（
33
万
円
）」
＋

「
28
万
円
×
世
帯
の
被
保
険
者
数
」

◦
均
等
割
額
が
２
割
軽
減
さ
れ
る
人

　

被
保
険
者
と
そ
の
世
帯
の
世
帯
主
の

総
所
得
金
額
等
が
、
次
の
計
算
式
を
超

え
な
い
人

【
前
年
度
】「
基
礎
控
除
額
（
33
万
円
）」
＋

「
50
万
円
×
世
帯
の
被
保
険
者
数
」

【
本
年
度
】「
基
礎
控
除
額
（
33
万
円
）」
＋

「
51
万
円
×
世
帯
の
被
保
険
者
数
」

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
被
保
険
者
の
皆
さ
ん
へ

問
保
険
年
金
課 

高
齢
者
医
療
係

  

☎
551-

０
３
６
１ 

ＦＡＸ
553-

０
２
５
０

　

滋
賀
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合

  

☎
522-

３
０
１
３ 

ＦＡＸ
522-

３
０
２
３

対象者の所得要件
（世帯主と世帯の被保険者全
員の軽減判定所得の合計額）

均等割の軽減割合

本則 2019
年度

2020
年度

2021
年度

［2018 年度における
8.5 割軽減の区分］

33 万円以下

７割

8.5 割 7.75
割 ７割

［2018 年度における
9 割軽減の区分］

うち、世帯の被保険者全
員の年金収入の控除額
を 80 万円とした場合で、
所得が０円になるとき

８割 ７割

カ
ン
ガ
ル
ー
ク
ラ
ブ
の
活
動

一
人
ご
と
の
本
年
度
の
保
険
料
額
は
、

7
月
に
郵
便
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

■
カ
ン
ガ
ル
ー
ク
ラ
ブ
と
は　

　

市
民
に
よ
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体

「
栗
東
市
幼
児
交
通
安
全
カ
ン
ガ
ル
ー

ク
ラ
ブ
」
は
、
交
通
安
全
教
室
を
と
お

し
て
、
幼
児
や
児
童
へ
の
交
通
安
全
啓

発
を
行
っ
て
い
ま
す
。
幼
児
を
守
る
た

め
に
は
、
各
家
庭
で
幼
児
が
正
し
い
交

通
ル
ー
ル
を
身
に
つ
け
ら
れ
る
よ
う
に

安
全
教
育
を
行
う
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

カ
ン
ガ
ル
ー
ク
ラ
ブ
は
親
子
の
ふ
れ

あ
い
の
中
で
、
子
ど
も
た
ち
が
正
し
い

交
通
ル
ー
ル
を
身
に
つ
け
る
こ
と
が
で

き
る
ク
ラ
ブ
で
す
。

■
カ
ン
ガ
ル
ー
ク
ラ
ブ
の
活
動

　

子
ど
も
た
ち
へ
の
交
通
安
全
教
室
や

自
転
車
教
室
を
は
じ
め
、　

保
護
者
研

修
会
も
し
て
い
ま
す
。
夏
ま
つ
り
や
ク

リ
ス
マ
ス
会
な
ど
各
回
、
季
節
の
イ
ベ

ン
ト
を
盛
り
込
み
、
楽
し
み
な
が
ら
交

通
ル
ー
ル
を
学
ん
で
い
ま
す
。

　

３
月
３
日
に
交
通
安
全
教
室
修
了
式

が
行
わ
れ
、
１
年
間
、
安
全
教
室
に
参

加
し
た
皆
さ
ん
が
誇
ら
し
げ
に
修
了
証

を
受
け
取
り
ま
し
た
。

■
カ
ン
ガ
ル
ー
ク
ラ
ブ
の
入
会
案
内

　

市
内
の
未
就
学
児
を
対
象
に
、
交
通

安
全
教
室
を
年
間
8
回
、
市
役
所
や
な

ご
や
か
セ
ン
タ
ー
な
ど
で
開
催
し
て
い

ま
す
。
年
会
費
は
４
０
０
円
で
す
。
交

通
ル
ー
ル
を
楽
し
く
学
び
ま
せ
ん
か
。

◎
２
０
１
９
年
度
第
1
回
カ
ン
ガ
ル
ー

ク
ラ
ブ
交
通
安
全
教
室

◦
日
時
…
5
月
12
日
㈰
10
時
～

◦
場
所
…
市
役
所

　

未
入
会
の
人
は
当
日
、
体
験
も
で
き
ま

す
の
で
、
ぜ
ひ
気
軽
に
参
加
く
だ
さ
い
。

～
会
長
か
ら
の
ひ
と
こ
と
～

　

今
後
も
交
通
安
全
教
室
を
通
じ
て
、

園
児
・
児
童
に
交
通
安
全
指
導
を
行
っ

て
い
き
ま
す
。
新
規
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

募
集
も
し
て
い
ま
す
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
に
興
味
の
あ
る
人
は
、
市
役
所
土

木
交
通
課
ま
で
連
絡
く
だ
さ
い
。

問
土
木
交
通
課 

交
通
対
策
係

  

☎
551-

０
２
９
１　

 

ＦＡＸ
552-

７
０
０
０
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１
０
０
歳
大
学
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

問
長
寿
福
祉
課 

地
域
支
援
係

  

☎
551-

０
１
９
８　

 

ＦＡＸ
551-

０
５
４
８

　

栗
東
１
０
０
歳
大
学
は
、
老
い
の
基

礎
基
本
と
地
域
の
実
態
・
活
動
を
学

び
、
そ
の
学
び
を
地
域
に
還
元
す
る
活

躍
が
、
健
康
・
生
き
が
い
づ
く
り
、
健

康
寿
命
を
伸
ば
す
取
組
み
と
し
て
平
成

27
年
に
開
講
し
ま
し
た
。
第
３
期
を
終

え
、
こ
の
度
、
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
す
る
第

４
期
は
５
月
に
開
講
し
ま
す
。

■
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
ポ
イ
ン
ト

◦
専
攻
科
目
の
受
講
で
認
定
資
格
の
取
得

◦
対
象
年
齢
を
65
歳
以
上
の
市
民
に
変
更

◦
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
基
礎
科
目
と
専
攻

科
目
の
２
階
建
て
構
造
に
変
更

　

基
礎
科
目
…
６
科
目
30
講
座

　

専
攻
科
目
…
各
種
講
座
、
研
修
の
受

講
の
５
科
目
で
「
地
域
の
集
い
の
場

担
い
手
養
成
」「
子
育
て
支
援
員
養

成
」「
防
災
士
養
成
」「
企
業
創
業
塾
」

を
予
定

◦
卒
業
生
支
援
…
年
間
５
講
座
で
３
年

間
の
リ
カ
レ
ン
ト
教
育
注
や
年
２
～

３
回
の
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
イ
（
同

窓
会
）
を
実
施

　

注
卒
業
後
も
「
ま
な
び
」
と
し
て
次

期
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
か
ら
５
講
座
を
選

ん
で
受
講
で
き
ま
す

■
入
学
生
募
集

◦
募
集
期
間
…
４
月
２
日
㈫
～
５
月
17

日
㈮

◦
対
象
…
「
ま
な
び
」
や
「
つ
な
が
り
」

に
よ
り
地
域
で
つ
な
が
り
「
は
た
ら

く
」
を
実
践
し
よ
う
と
す
る
65
歳
以

上
の
市
民

◦
定
員
…
40
人（
定
員
に
な
り
次
第
締
切
）

◦
授
業
料
…
前
期
３
千
円
、
後
期
３
千
円

計
６
千
円
（
専
攻
科
目
は
別
途
必
要
）

◦
開
催
日
…
基
礎
科
目
：
５
月
30
日
㈭

～
翌
年
１
月
９
日
㈭ 

毎
週
木
曜
日

10
時
～
11
時
30
分
（
一
部
変
更
の
可

能
性
あ
り
）

　

専
攻
科
目
：
各
種
講
座
や
研
修
の
受

講
日

～大学で得られること～
・「まなび」…老いの基礎基本、経

験・知識や能力を地域でいかす
ための学び直し

・「きずな」…新たな人とのつながり
・「はたらく」…就労、地域活動や

ボランティア活動

空
家
に
あ
な
た
の
ア
イ
デ
ア
を

問
〒
５
２
０
‐
３
０
８
８（
住
所
記
入
不
要
）

　

栗
東
市
役
所 

住
宅
課 

住
宅
係

  

☎
551-

０
３
４
７　

 

ＦＡＸ
552-

７
０
０
０

　

市
で
は
、
平
成
30
年
10
月
に
「
空
家

等
対
策
条
例
」
を
制
定
・
施
行
し
、「
空

家
等
対
策
計
画
」
を
策
定
し
ま
し
た
。

　

現
在
、
空
家
等
対
策
計
画
に
掲
げ
る

次
の
重
点
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
な
ど
を
推
進

し
て
い
ま
す
。

◆
３
つ
の
重
点
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
◆

◦
栗
東
市
版
空
家
バ
ン
ク
の
創
設

◦
空
家
利
活
用
モ
デ
ル
事
業
の
推
進

◦
管
理
不
全
空
家
の
解
消

■
ま
ち
の
空
き
家
を
考
え
る
委
員
募
集

　

今
回
、
空
家
等
対
策
協
議
会
委
員
の

委
嘱
期
間
の
満
了
に
伴
い
、
新
た
な
公

募
委
員
を
募
集
し
ま
す
。

　

委
員
の
役
割
は
、
３
つ
の
重
点
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
を
推
進
し
て
い
く
た
め
、「
栗

東
市
空
家
等
対
策
計
画
」
に
基
づ
い
た

協
議
を
し
ま
す
。
市
民
目
線
で
、
空
き

家
に
対
し
て
思
っ
て
い
る
こ
と
、
活
用
方

法
、
地
域
活
性
化
の
た
め
の
ア
イ
デ
ア
な

ど
を
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

空
き
家
を
い
か
し
た
地
域
交
流
や
地

域
活
性
化
な
ど
に
興
味
の
あ
る
人
で
、

特
に
、
市
内
在
住
の
学
生
や
市
の
ま
ち

づ
く
り
に
関
わ
り
の
あ
る
若
い
世
代
の

皆
さ
ん
、
一
緒
に
空
き
家
を
い
か
し
た

ま
ち
づ
く
り
を
考
え
ま
せ
ん
か
。

■
募
集
詳
細

◦
募
集
人
数
…
１
人

◦
応
募
資
格
…
市
内
在
住
ま
た
は
在
勤
の

満
20
歳
以
上
で
、
平
日
、
昼
か
ら
夜
に

か
け
て
の
会
議
に
出
席
で
き
る
人
。（
現

在
、
本
市
の
他
の
委
員
会
、
審
議
会
の

委
員
、
国
ま
た
は
公
共
団
体
の
議
員
、

職
員
で
な
い
人
）

◦
任
期
…

   

委
嘱
日
か
ら
２
０
２
１
年
３
月
31
日

◦
開
催
回
数
…
年
に
３
回
程
度

◦
応
募
方
法
…
４
月
24
日
㈬
ま
で
に
、

応
募
用
紙
（
住
宅
課
備
え
付
け
・
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

可
）
に
、
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、

住
宅
課
ま
で
提
出(

郵
送
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、

Ｅ
メ
ー
ル
提
出
可)

◦
そ
の
他
…
応
募
者
多
数
の
場
合
は
、

書
類
な
ど
に
よ
り
選
考
し
ま
す
。

空き家をいかした地域
交流や地域活性化など
をともに考え、あなた
のアイデアで栗東をよ
り魅力的なまちにして
いきませんか。
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問
危
機
管
理
課 

　

総
合
防
災･
危
機
管
理
係

  

☎
551-

０
１
０
９　

 
ＦＡＸ
518-

９
８
３
３

　

中
消
防
署
☎
552-

０
１
１
９

　

消
防
団
の
活
動
は
、
消
火
だ
け
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
消
防
団
員
は
地
域
の
防

火
防
災
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
地
域
に
密
着

し
、
災
害
時
・
平
常
時
を
問
わ
ず
住
民

の
生
命
と
財
産
を
守
る
と
い
う
重
要
な

役
割
を
担
い
ま
す
。

　

栗
東
市
消
防
団
で
は
、「
地
域
に
貢
献

し
た
い
」
と
使
命
感
あ
ふ
れ
る
団
員
を

募
集
し
て
い
ま
す
。
地
域
の
安
全
・
安

心
の
た
め
に
皆
さ
ん
の
力
が
必
要
で
す
。

応
募
資
格
は
、

◦
市
内
に
在
住
、
在
勤
し
て
い
る
人

◦
満
18
以
上
の
健
康
な
人

で
す
。
応
募
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

【
消
防
団
員
の
待
遇
】

　

消
防
団
員
は
普
段
は
別
の
仕
事
に
就

き
な
が
ら
、
有
事
の
際
に
は
災
害
現
場

に
駆
け
つ
け
、
消
防
活
動
を
行
う
非
常

勤
特
別
職
の
地
方
公
務
員
で
す
。

　

市
か
ら
年
額
報
酬
や
出
動
手
当
が
支

給
さ
れ
る
ほ
か
、
一
定
期
間
勤
務
し
、

退
団
し

た
場
合
に

は
退
職
報

償
金
が
支

給
さ
れ
ま

す
。

ま
ち
を
守
る 

栗
東
市
消
防
団

　

私
が
入
団
し
て
か
ら
早
い
も
の

で
30
年
が
経
過
し
ま
し
た
が
、
そ

の
間
、
ま
ち
の
構
造
や
災
害
の
様

相
も
大
き
く
変
化
し
て
き
ま
し

た
。
我
々
、
栗
東
市
消
防
団
は
団

員
み
ん
な
の
力
を
結
集
し
、
時
代

に
合
わ
せ
た
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を

行
な
っ
て
お
り
、
地
域
の
防
火
防

災
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
、
地
域
、
ひ

い
て
は
市
を
守
る
た
め
に
誇
り
を

持
っ
て
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

現
在
、
団
員
は
１
０
５
人
で
、

災
害
や
火
災
時
の
出
動
、
防
災
の

た
め
の
広
報
活
動
、
訓
練
、
研
修

な
ど
を
行
い
、
市
民
皆
さ
ん
の
生

命
や
財
産
を
守
る
た
め
に
が
ん
ば

っ
て
い
ま
す
。
世
代
を
越
え
た
つ

な
が
り
も
で
き
、
非
常
に
や
り
が

い
の
あ
る
活
動
で
す
。

栗東市消防団
団長　奥村 堅治

ま
ち
を
守
る
た
め
に
一
緒
に

活
動
し
ま
せ
ん
か

消
防
団
員
募
集

　

現
在
、
栗
東
市
消
防
団
員
の
約
７
割

が
被
雇
用
者
と
い
う
状
況
の
中
、
消
防

団
の
活
性
化
の
た
め
に
は
、
企
業
の
協

力
の
も
と
、
被
雇
用
者
が
入
団
し
や
す

く
、
活
動
し
や
す
い
環
境
の
整
備
が
重

要
で
す
。

　

こ
の
た
め
、
企
業
の
消
防
団
へ
の
協

力
が
社
会
貢
献
と
し
て
広
く
認
め
ら
れ

る
と
同
時
に
、
協
力
を
通
じ
て
、
地
域

防
災
体
制
が
よ
り
一
層
充
実
さ
れ
る
こ

と
を
目
的
に
消
防
団
協
力
事
業
所
表
示

制
度
を
設
け
て
い
ま
す
。
登
録
事
業
所

は
表
示
証
を
社
屋
に
掲
示
で
き
、
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
も
広
く
公
表
で
き
ま

す
。
ぜ
ひ
登
録
く
だ
さ
い
。

【
認
定
基
準
】
※
い
ず
れ
か
の
該
当
で
認
定

①
消
防
団
員
が
３
人
以
上
従
事
し
て

い
る
事
業
所

②
従
業
員
の
消
防
団
活
動
を
積
極
的

に
配
慮
し
て
い
る
事
業
所　

③
災
害
時
に
資
機
材
を
消
防
団
に
提
供

す
る
な
ど
協
力
し
て
い
る
事
業
所

④
そ
の
他
、
消
防
団
長
の
申
し
出
に
よ
り

消
防
局
長
が
優
良
と
認
め
た
事
業
所

消
防
団
協
力
事
業
所

表
示
制
度
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問
環
境
政
策
課 

生
活
環
境
係

  

☎
551-

０
３
４
１　

 

ＦＡＸ
554-

１
１
２
３

廃
食
用
油
の
回
収
を
始
め
ま
す

　

市
で
は
、
２
０
１
９
年
4
月
か
ら
家

庭
の
廃
食
用
油
の
回
収
を
始
め
ま
す
。

廃
食
用
油
を
バ
イ
オ
デ
ィ
ー
ゼ
ル
燃
料

な
ど
に
リ
サ
イ
ク
ル
す
る
こ
と
で
、
ご

み
の
減
量
化
・
資
源
化
、
ま
た
、
地
球

温
暖
化
防
止
に
か
か
る
二
酸
化
炭
素
の

排
出
抑
制
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　

廃
食
用
油
１
ℓ
に
つ
き
、
二
酸
化
炭

素
換
算
で
約
２
・
６
㎏
の
削
減
に
つ
な

が
り
ま
す
の
で
、
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

◆廃食用油の出し方◆
　①使い終わった食用油を軽くこし、固形物を取り除く。
　②ペットボトルなどの密封できる容器に入れ、キャップをしっかり閉める。
　　※油が十分に冷めてから実施してください。
　　※外面に油がついていたら、きれいにふき取ってください。
　　※ペットボトルの大きさは２ℓ以下でお願いします。
　③回収拠点にある回収ボックスに容器ごと入れる。

回収拠点 利用時間
栗東市役所玄関口 開庁時間内

栗東市環境センター 月・火・金曜日 13：00 ～ 16：30
（年末年始、祝祭日は除く）

コミセン金勝

開館時間内

コミセン葉山東
コミセン治田
コミセン治田東
コミセン治田西
コミセン大宝
コミセン大宝東
コミセン大宝西

は
つ
ら
つ
教
養
大
学
の
開
講

問
生
涯
学
習
課 

生
涯
学
習
推
進
係

  

☎
551-

０
１
４
５　

 

ＦＡＸ
552-

５
５
４
４

　
「
は
つ
ら
つ
教
養
大
学
」
は
、
市
内

在
住
の
お
お
む
ね
60
歳
以
上
の
人
を
対

象
に
、
元
気
に
い
き
い
き
と
過
ご
せ
る

よ
う
に
、
広
く
、
深
く
物
事
を
学
び
、

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
素
晴
ら
し
さ

に
気
づ
き
、
心
豊
か
に
高
ま
っ
て
い
け

る
よ
う
開
催
し
て
い
ま
す
。

　
「
い
つ
で
も
」「
ど
こ
で
も
」「
だ
れ

で
も
」「
い
つ
ま
で
も
」
学
習
で
き
る

機
会
や
生
活
を
楽
し
む
た
め
に
自
ら
が

学
べ
る
場
を
見
つ
け
ら
れ
る
環
境
を
提

供
し
て
い
ま
す
。

　

地
域
に
あ
る
身
近
な「
大
学
」と
し
て
、

気
軽
に
参
加
で
き
る
学
び
の
場
。
よ
り

充
実
し
た
日
々
の
た
め
、
仲
間
と
楽
し

い
時
間
を
と
も
に
過
ご
し
ま
せ
ん
か
。

第１回 開講日 時　間 場　所 内　容

５月９日㈭ 10：00 ～ 11：30 コミセン大宝 開講式・健康体操

５月 10 日㈮ 10：00 ～ 11：30 コミセン金勝 開講式・音楽会

５月 14 日㈫ 13：30 ～ 15：00 コミセン葉山 開講式・健康体操

５月 15 日㈬ 13：30 ～ 15：00 コミセン大宝西 開講式・健康体操

５月 16 日㈭ 13：30 ～ 15：00 コミセン葉山東 開講式・音楽会

５月 17 日㈮ 13：30 ～ 15：00 コミセン治田西 開講式・音楽会

５月 21 日㈫ 10：00 ～ 11：30 コミセン治田 開講式・音楽会

５月 23 日㈭ 10：00 ～ 11：30 コミセン大宝東 開講式・健康体操

５月 24 日㈮ 10：00 ～ 11：30 コミセン治田東 開講式・音楽会

■
開
催
…
各
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
で

年
間
５
回
（
５
月
・
７
月
・
９
月
・
11
月
・

２
月
に
開
催
）

■
参
加
費
…
無
料

※
詳
細
は
左
記
へ
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

　

※
回
収
ボ
ッ
ク
ス
の
場
所
は
各
施
設
に

お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

※
葉
山
学
区
は
従
来
通
り
葉
山
学
区
地

域
振
興
協
議
会
で
回
収
さ
れ
ま
す
。

◀バンダナを利用
してキャップを作
りました

▶
タ
オ
ル
を
使
っ
て
ヨ
ガ

体
操
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子 育 て 情 報
赤ちゃんの成長

～ハイハイの「どうして？」～
　「どうしてこんなことするの？」「なんでも口に
入れちゃう」「動き回ってやんちゃ過ぎる」など、
子育てをしていると疑問や不思議がいっぱいです
よね。大人から見ると、「どうして？」と思うこ
とも、赤ちゃんにとってはしっかりとした意味の
あることだったりします。
　例えば、赤ちゃんはハイハイができるようにな
ると、「あっちに行ってみよう」「次はこっちに行っ
てみよう」といろいろなところに行きます。時に
は、目にした物を手に取って、口に入れたりする
ことがあります。危ない物を口に入れる時もあっ
て、「どうしてこんなことするの？」と大人は思
うかもしれませんが、赤ちゃんにとって口で感触
を確かめることはとっても身近なことです。なぜ
なら、ハイハイをするまでに赤ちゃんは、おっぱ
いや哺乳瓶をくわえて、口で感触を確かめてきた
経験があるからです。赤ちゃんからすると、「今
までしていたことをしただけなのに、大人はどう
して止めるの？」と思っているかもしれません。
　また、赤ちゃんがハイハイを始める頃に、言葉
でいろいろな危険を教えることは難しいので、赤
ちゃんが安心してハイハイできる環境を整えるこ
とが必要になります。ハイハイする赤ちゃんに
とって、床から約 30 ｃｍ以内が動ける高さの目
安になります。誤って異物を飲み込んで窒息事故
などがおこらないよう、おもちゃで遊ぶときは大
人が見守り、整理整頓や掃除をすることを心がけ
ましょう。また、危ない場所へ行かないように、
ベビーフェンスなどで仕切りを作るなどの配慮も
大切です。ハイハイの経験がたくさんできる安全
な環境をつくり、体を動かす楽しさを教えてあげ
ましょう。

～食品ロスを削減しましょう～

　年金というと、老後の生活を支えるイメー
ジがありますが、現役世代でも、病気やけが
などで障害が生じたときには、「障害年金」
が支給されます。その中の「障害基礎年金」は、
国民年金の被保険者期間中、または 20 歳未
満や 60 歳以上 65 歳未満に、障害の原因と
なった病気やけがの初診日がある場合で、一
定の保険料の納付要件を満たし、かつ、日常
生活に制限を受ける一定の障害の状態になっ
たときに支給されます。（ただし、20 歳未満
の人は 20 歳に達したときから）
　◦１級：975,125 円　　　
　◦２級：780,100 円　※金額は H31.4 月～
　他にも「障害厚生年金」や「障害手当金」
があり、障害の原因となった病気やけがの初
診日が、どの年金制度の被保険者であったか
によって、受給する障害年金の種類が違って
きます。詳しくは下記へ相談ください。

“人生のもしも”を支える
障害年金をご存じですか？

　「食品ロス」とはまだ食べられるのに捨て
られる食品のことです。一人ひとりがもった
いないを意識し、日頃の生活を見直すことで
食品ロスを減らしましょう。
■家庭での食品ロスの原因とは
①野菜の皮などを過剰に除去する
②食品を食べ残して捨てる
③賞味期限・消費期限切れにより捨てる
■食品ロスを減らすためにできること

【買い物でのポイント】
・行く前に冷蔵庫の中にある食材を確認する
・使う食材だけを買う
【調理でのポイント】
・残っている食材から使う
・野菜の芯や皮、肉の脂身などを必要以上に

取り除かない
・食べ切れなかった料理は他の料理に作り変える

問環境政策課 生活環境係
　☎ 551-0341　ＦＡＸ 554-1123

問草津年金事務所　お客様相談室　
　☎ 567-1311（※自動音声案内）
　市役所保険年金課　年金係　
　☎ 551-0112　　ＦＡＸ 553-0250

問健康増進課 母子保健係
　☎ 554-6100　ＦＡＸ 554-6101
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